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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  信州大学教育学部附属松本中学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      ☑中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒390－0871 

       長野県松本市桐 1丁目 3番 1 号 

  E-mail  mc_kubo_takafumi@shinshu-u.ac.jp                      

  Website  http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/fuzoku/matsu-chu/                     

  児童生徒数  男子 241名   女子 236 名  合計 477名 

        児童・生徒の年齢 12歳～15歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

☑ 環境 

□ 気候変動  

☑ 生物多様性 

☑ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

☑ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 
 

学校目標「たくましく心豊かな地球市民」の具現を目指す 

             「学びの総合化」～ＥＳＤで育まれる能力・態度を視点として～ 

 

１．教科横断的なカリキュラムの構想 

ＥＳＤで育まれる能力や態度を視点として，教科横断的なカリキュラムを全教科で構想

し，教科の枠にとらわれない多面的・多角的な学びを実践した。 

 

(今年度実践授業例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・理科 冷蔵庫はなぜ冷えるのかその

仕組みを調べ，効率の良い冷やし方

を探求し，試作した。 

・社会科 電力自由化にともない，ど

のような発電が持続可能なのかを

検討し，将来を見据えて自分たちで

電力会社を選択した。 

・環境学習 長野県志賀高原ユネスコ

エコパークでの，環境学習プログラ

ムや間伐材クラフトワークを体験

し，自然と人間の共存とはどのよう

なことなのかを考えた。 
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２．地域を考える総合的な学習の時間 

総合的な学習の時間を学級ごとに行い，学級の仲間と活動にのめり込んでいく学びを大切に

し，問題解決の力を育んだ。 

 

(活動例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．地域とのつながりを考える生徒会活動 

生徒会が中心となって，地域のために取り組めることや地球市民として取り組めることを考

え，実践した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地元の浅間温泉街の活性化活動企画・

運営。 

・伝統工芸「松本手まり」の制作，販

売活動。 

・「地球市民集会」という生徒集会を年

間数回開き，自分たちにできること

を考え，意見を交流した。 
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・ＩＳＯ週間（節水活動など）やペットボトル，牛乳パック回収を行った。 

  

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 

・国宝松本城を全校で清掃し，地域の文

化財を大切にする態度を養った。 

 

・信州 ESD コンソーシアムで活動の成果

を発表した。 

 


